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はじめに 

 

 

子どもの読書活動は、子どもが言葉を学び、感性を磨き、表現力を高め、創造力を豊か

なものにし、人生をより深く生きる力を身に付けていく上でとても重要なことです。また、

子どもの自主的な読書は、子ども自身の学ぶ楽しさや知る喜びを得ることができ、その経

験は、自ら考え行動し、将来的に必要な知識や教養を身につける契機にもなります。 

そのためにも社会全体で、子どもの読書活動の推進を図っていくことが極めて重要です。 

 

本市では、「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、平成 19 年 3月に「羽曳

野市子ども読書活動推進計画」を策定し以降、第２次、第３次計画を策定しました。 

この間、本計画に基づき小中義務教育学校への学校司書の配置や学習用タブレットを

活用した電子図書の利用の促進、ボランティア団体との協働による「おはなし会」をはじめ

とした各種取り組みを行うなど、子どもの読書環境の整備・充実に努めてまいりました。 

 

これから先は、この「第４次羽曳野市子ども読書活動推進計画」に基づき、子どもが読書

に親しむ機会と環境を整備・充実するため、第３次計画に引き続き様々な施策を行ってま

いります。令和７年４月からは、ブックスタート事業を開始し、４か月児健診において司書

が選定した絵本をプレゼントするとともに、保護者が家庭における読み聞かせの方法や大

切さを学ぶことができる機会を設けることにより、子どもの豊かな心の醸成を図ります。

また、図書館・学校園・地域・家庭が連携し、読書離れの解消にも取り組んでまいります。 

 

最後になりましたが、この「第４次羽曳野市子ども読書活動推進計画」策定にあたり、多

大なご尽力をいただいた「羽曳野市子ども読書活動推進委員会」の委員の皆さま、パブリ

ックコメントで貴重なご意見をいただきました市民の皆さま、子どもの読書活動に関する

アンケートにご協力いただきました皆さま、図書館ボランティアの皆さま、このほか本計画

にご協力いただきました関係者の皆さまに厚くお礼を申し上げます。 

 

 

令和７年３月 

 

羽曳野市教育長 村田 明彦 



 

   

第4次羽曳野市子ども読書活動推進計画に寄せて 

 

羽曳野市は、「子どもの笑顔あふれる次世代育成」を重点方針の一つ

として位置づけており、子どもの「豊かな心」を醸成するためには、幼少

期からの読書体験の充実が大切です。 

子どもの読書活動は、言葉を学ぶだけでなく、表現力を高め、想像力

を豊かなものにし、感情の発達と社会性の成長を促すことが期待でき

ます。読書することの喜びをすべての子どもたちが享受できる環境を

つくることは、私たち大人の使命です。 

本市では、「子どもの読書活動の推進に関する法律」に基づき、平成

19年 3月に「羽曳野市子ども読書活動推進計画」を策定し、以降、平成

26年1月に第2次計画、令和2年3月に第３次計画を策定しました。 

この間、本計画に基づき小中義務教育学校への学校司書の配置を行

うとともに、学習用タブレットを活用した電子図書の利用を開始するな

ど、子どもの読書環境の整備をすすめてまいりました。 

この「第４次羽曳野市子ども読書活動推進計画」は、第1次から第３次

計画に続き、本市における子どもの読書活動の推進に関する施策の方

向性を示したものです。 

今後も、本計画に基づいて子どもが読書に親しむ機会と環境を整備・

充実するために積極的に取り組んでまいります。 

 

最後になりましたが、本計画の策定にあたり、多大なご尽力をいただ

いた「羽曳野市子ども読書活動推進委員会」の委員の皆さまをはじめ、

貴重なご意見をいただきました市民の皆様に厚くお礼を申し上げます。 

 

 

令和７年３月 

 

羽曳野市長 山入端 創 
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